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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

 本研究の目的は、骨病変の良悪性鑑別においてタリウムシンチグラフィの有用性を評

価することである。 
 方法としては、２００６年１月から２０１２年１２月から治療介入前にタリウムシン

チグラフィを施行した連続２７９例（良性２２８例、悪性５１例）において検討を行っ

た。核種の集積を評価する方法として、tumor-to-background contrast(TBC)と洗い出

し率(WR)を用いた。統計手法としてはマンホイットニーU テストおよび ROC 解析を

行った。 
 結果として、早期後期像ともに悪性病変での TBC の値は有意に高かった。（早期像０．

０９ vs.１．５７、後期像０．０７ vs. ０．８３）しかし、WR においては良悪性に有

意な差異はなかった。良悪性鑑別に関する TBC の cutoff 値・正診率・感度・特異度は、

早期像にて０．６８・７５％・７７％・７４％で、後期像にて０．３８・７７％・８０％・

７６％であった。本研究において、骨病変の良悪性の鑑別にタリウムシンチグラフィが

有用であると考えられた。 
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